
会 告議 報 会

NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooooo......................222222222222222222222200000000000000000000006666666666666666666666い た ば し
令和５年１１月２６日第第33回回

定定例例会会区議会だより 発 行 板橋区議会事務局
〒１７３－８５０１
東京都板橋区板橋２－６６－１
�３５７９－２７０４�３５７９－２７８０
https : / / www. city. itabashi. tokyo. jp /
kugikai/

開かれた議会をめざして、議員自らが議会活動
の内容をお伝えする「議会報告会」を会場・オン
ラインの両方で開催します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

日時・場所

令和5年12月20日（水）18時30分～19時30分
区役所11階 第一委員会室

内 容

決算調査特別委員会・常任委員会・特別委員会の報告

インターネットによるライブ中継も実施します

申込方法 ・ 問い合わせ

会場参加をご希望の方は、12月19日（火）までに、区議
会事務局まで電話またはメールでお申し込みください。
【電話】3579‐2704（午前9時から午後5時まで。土日
を除く。）
【メール】gikai@city.itabashi.tokyo.jp
【定員】50名（申込順）
※参加費無料

令和5年第3回定例会（9月21日～10月24日）

令和4年度一般会計決算及び4特別会計決算を認定
●定例会では、区政の各分野における課題について、14名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を3～5面に掲載）。

●エネルギー・食料品価格などの物価高騰対策に要する経費などに関する令和5年度
一般会計補正予算（第4号）など区長提出議案9件を可決しました（詳細は2面に掲載）。
●陳情は2件を採択、16件を不採択としました（詳細は2面に掲載）。

令和4年度決算の調査の経過

●本会議3日目（10月6日）に、令和4年度一般会計及び4特別会計の決算について
区長から報告がありました。

●区議会では、全議員により構成する「決算調査特別委員会」において、延べ6日間
にわたり集中的に調査を行いました（総括質問の要旨を6面に掲載）。

●本会議最終日（10月24日）に、決算調査特別委員長が調査結果を報告し、各会派に
よる討論を経て、令和4年度決算を賛成多数で認定しました（討論の要旨を7面に
掲載）。

○ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画配信がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料はホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索
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主な掲載内容
議案・陳情
の審議結果

一般質問（要旨）
区政全般に対して
行われた質問を紹介

決算に対する
総括質問
（要旨）

決算の概要、
決算に対する
討論（要旨）

議会トピックス



補正額 84億4，600万円

総務費

福祉費

福祉費

教育費

産業
経済費

教育費

■お詫びと訂正

いたばし区議会だよりNo.２０５（令和５年７月１６日発行）に掲載しました以下の記事におきまして、誤りがありました。お詫びし、訂正いたします。
２面「第１回臨時会及び第２回定例会の審議結果」内の「議案・陳情に対する各会派の態度」
消費税率の引き下げの意見書を政府に提出することを求める陳情
【正】民主クラブの態度 ○６退１ 【誤】民主クラブの態度 ○

一般会計補正予算（第4号）

緊急かつ必要性の高い事業に要する経費

○防災支援経費、災害対策諸経費
485万円

都の5年度新規事業として、木造住宅密集
地域における木造住宅世帯に対する消火器
の購入及び自主防災組織に対する非常用発
電機などの購入を助成するための経費

○子ども家庭支援事業経費
2，928万5千円

0歳から小学校入学までの児童を対象に、保
護者の病気や仕事、育児疲れなどで一時的に
保育を必要とする場合に、利用したベビーシ
ッター利用料の一部を助成するための経費

エネルギー・食料品価格などの物価高騰対策に要する経費

○介護保険制度運営経費ほか7事業
2億8，399万5千円

物価高騰の影響を受けている介護施
設・障がい者施設・保育施設に対し
て、下半期分の支援金を支給するた
めの経費

○幼児教育振興経費
1億1，455万2千円

私立幼稚園での保育の利用の対象に
なっていない0～2歳児に対する一
定程度の継続的な預かりに対する補
助を実施するための経費

○公衆浴場支援
3，120万円

燃料費及び電気料金の高騰などを踏
まえ、「板橋区公衆浴場燃料費等緊
急補助金」を6年3月まで延長する
ための経費

○幼稚園費
1，510万6千円

物価高騰の影響を受けている私立幼
稚園に対して、下半期分の支援金を
支給するための経費

可
決
し
た
主
な
議
案

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は12月下旬にホームページや区議会事務局、図書館、区政資料室で閲覧
できます。

第3回定例会の審議結果

■議案・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対、退＝退席、欠＝欠席

件名
会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 民主
クラブ 共産党

日本
維新の会

いたばし
未来 参政党 無所属議員

（１５） （１０） （７） （７） （２） （２） （１） （１）

区
長
提
出
議
案

予
算

令和５年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決
算

令和４年度一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○６退１ ×６欠１ ○ ○ ○ ○

認定
令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○６退１ ×６欠１ ○ ○ ○ ○
令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○６退１ ×６欠１ ○ ○ ○ ○
令和４年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○６退１ ×６欠１ ○ ○ ○ ○
令和４年度東武東上線連続立体化事業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○６退１ ×６欠１ ○ ○ ○ ○

条
例

旅館業法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プールの衛生管理等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
興行場法施行条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
区立保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

そ
の
他

児童相談所を設置する特別区における措置費共同経理課の共同設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決

区道の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

核兵器廃絶にむけた取り組み強化を求める陳情 第１項 オブザーバー参加の件 × ○ ○６退１ ○ × ○ × ×
採択

認定こども園における私立幼稚園等保護者負担軽減補助金支給対象の見直し（幼稚園枠・保育園枠間の不平等解消）に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高齢者の生活向上を求める陳情 第１項 実態調査の件 第２項 後期高齢者への経済的支援実施の件 第４項 支援対象拡大の件 × × ×６退１ ○ × × × ×

不採択

高齢者の生活向上を求める陳情 第３項 意見書提出の件 × × ○６退１ ○ × ○ × ×
歩きスマホ禁止条例の制定に関する陳情 × × × × × × × ×
核兵器廃絶にむけた取り組み強化を求める陳情 第２項 署名・批准の件 × × ○６退１ ○ × ○ × ×
健康保険証の存続を求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ○
現行の健康保険証の存続を求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ○
国に対し、現行の健康保険証を存続するよう求める意見書の提出を求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ○
教育委員会が行っている「より良い学校生活と友達づくりのためのアンケート」の廃止を求める陳情 × × ○ ○ ○ ○ ○ ×
長期化する物価高騰の打撃から経営難に直面する中小業者への支援を求める陳情
第１項 物価高騰対策の件 第２項 原材料費等負担軽減の件 × × ×６退１ ○ × × ○ ×

長期化する物価高騰の打撃から経営難に直面する中小業者への支援を求める陳情
第３項 給付金・固定費補助の件 第４項 意見書提出の件 第５項 実態調査の件 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ×

「適格請求書」（インボイス）制度延期の意見書を政府に提出することを求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ×
健康保険証の廃止をしないよう求める意見書を政府に送付することを求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ ○ ○
住民税、国保料、介護保険料、後期高齢者医療保険料滞納での強権的徴収や差押えはやめ、行政手続き及び執行上
での改善を求める陳情（住民税差押え等の件） 第１項 強権的徴収等の件 第２項 国税徴収法等遵守の件 × × ×６退１ ○ × × × ×

住民税、国保料、介護保険料、後期高齢者医療保険料滞納での強権的徴収や差押えはやめ、行政手続き及び執行上
での改善を求める陳情（保険料差押え等の件） 第１項 強権的徴収等の件 第２項 国保法等遵守の件 × × ×６退１ ○ × × × ×

志村第四中学校の単独改修と賛否調査等を求める陳情 第１項 志村四中単独改修の件 × × ×５退２ ○ × × × ×
志村第四中学校の単独改修と賛否調査等を求める陳情 第２項 賛否調査実施の件 第３項 着工延期の件 × × ×５退２ ○ × ○ × ×
志村小学校の借地契約継続を求める陳情 × × ○６退１ ○ × ○ × ×

令和5年（２０２３年）１１月２６日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第206号



子
ど
も
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
私
立
保
育
所
に
対
し
、

子
ど
も
食
堂
の
開
設
に
関
す
る
周

知
を
し
、
開
設
支
援
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
私
立
保
育
所

の
園
長
会
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
、

開
設
を
希
望
す
る
保
育
所
な
ど
に

は
、
個
別
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）

に
つ
い
て
、
区
民
に
周
知
し
、
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

【
区

長
】
適
切
な
支
援
を
行
う

た
め
に
は
、
多
く
の
方
に
学
習
障

が
い
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、
理
解
促
進

の
た
め
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
ひ
き
こ
も
り
や
不
登

校
の
中
高
生
に
対
す
る
、
居
場
所

の
面
的
拡
充
の
場
所
と
し
て
、
児

童
館
を
活
用
す
べ
き
。

【
区

長
】
教
育
委
員
会
と
も
連

携
し
、
施
設
の
役
割
を
整
理
し
た

う
え
で
、
児
童
館
が
選
択
で
き
る

居
場
所
の
一
つ
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
認
知
症
の
家
族
介
護

者
に
寄
り
添
う
精
神
的
ケ
ア
を
充

実
す
べ
き
。

【
区

長
】
4
年
4
月
か
ら
、
24

時
間
365
日
電
話
で
相
談
可
能
な

「
お
と
し
よ
り
な
ん
で
も
相
談
」

窓
口
を
開
設
し
た
。
引
き
続
き
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
家
族
に
寄
り
添
う
支
援
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
身
寄
り
の
な
い
方
が

安
心
し
て
施
設
に
入
所
す
る
た
め

の
支
援
策
は
。

【
区

長
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
お
と
し
よ
り
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
対
応
し

て
お
り
、
認
知
症
な
ど
で
意
思
決

定
が
困
難
な
事
例
に
お
い
て
は
、

成
年
後
見
制
度
の
活
用
支
援
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

医
療
と
健
康
増
進
に
つ
い
て
問
う

ほ
う
し
ん

【
質

問
】
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
お
け
る
周
知
の
充
実
に
つ

い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
広
報
い
た
ば
し
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
加
え
、
区

施
設
や
医
療
機
関
に
案
内
チ
ラ
シ

を
置
い
て
、
情
報
が
届
く
よ
う
努

め
て
い
る
。
今
後
、
区
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
周
知

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質

問
】
介
護
保
険
ニ
ー
ズ
調

査
の
結
果
を
鑑
み
て
、
後
期
高
齢

者
歯
科
健
診
に
お
い
て
、
訪
問
に

よ
る
健
診
を
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
後
期
高
齢
者
歯
科
健

診
は
、
5
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

訪
問
に
よ
る
受
診
機
会
の
拡
充
は
、

実
施
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

他
自
治
体
の
取
組
状
況
な
ど
も
勘

案
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
運
用
指
針
を
問
う

【
質

問
】
区
に
お
け
る
生
成
Ａ

Ｉ
の
運
用
指
針
を
作
成
し
て
、
安

全
性
と
効
率
性
を
確
保
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
在
実
施
し
て
い
る

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
の
効
果
検
証
を
通

じ
て
、
業
務
活
用
に
資
す
る
運
用

指
針
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
ま

と
め
て
い
く
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
上
板
橋
駅
南
口
再
開

発
の
工
事
進
捗
を
、
区
民
向
け
に

わ
か
り
や
す
く
掲
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
工
事
の
進
捗
を
適
切

な
時
期
に
発
信
す
る
こ
と
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

再
開
発
組
合
と
と
も
に
、
わ
か
り

や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
小
茂
根
地
区
に
貨
物

さ
ば

集
配
用
の
荷
捌
き
場
を
設
置
す
る

よ
う
警
視
庁
に
要
望
す
べ
き
。

【
区

長
】
利
用
す
る
商
店
や
集

配
事
業
者
な
ど
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
設
置
主
体
と
な
る
板
橋
警

察
署
と
協
議
が
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
防
災
、
環
境
、

動
物
愛
護
活
動
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
12
月
下
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

寺
田
ひ
ろ
し

（
公
明
党
）

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
地
域
資
源
ブ

ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
明
治
6
年
に
下
板
橋

宿
で
ビ
ー
ル
が
生
産
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
都
内
最
古
の
記
録
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
区
の
地
域
資
源
ブ
ラ
ン
ド
と
位

置
付
け
、
魅
力
を
発
信
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
の
歴
史
や
文
化
、

産
業
な
ど
と
関
連
付
け
、
魅
力
発

信
に
つ
な
が
る
地
域
資
源
に
な
り

得
る
も
の
と
し
て
、
実
現
の
可
能

性
を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

観
光
振
興
事
業
へ
の
活
用
を
問
う

【
質

問
】
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー

ル
を
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
活
用
す

べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
導
入
に
向
け

て
検
討
し
、
区
の
魅
力
発
信
に
つ

な
げ
て
い
く
。

地
域
経
済
の
活
性
化
を
問
う

【
質

問
】
区
民
ま
つ
り
や
農
業

ま
つ
り
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
合
わ
せ
て
、
い
た
ば
し
Ｐ

ａ
ｙ
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、
区

で
使
え
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
積
極
的
に
活
用

し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
方
策
を
検
討
す
る
。

無
電
柱
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
次
期
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
も
、
新
技
術
の
導
入
に
よ

る
コ
ス
ト
縮
減
、
工
期
短
縮
に
よ

る
無
電
柱
化
の
推
進
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
べ
き
。

【
区

長
】
技
術
や
工
法
、
制
度

は
更
新
も
不
定
期
で
早
い
た
め
、

計
画
へ
の
具
体
的
な
記
述
に
は
な

じ
ま
な
い
が
、
方
針
と
し
て
定
め

る
と
と
も
に
、
実
践
し
て
い
く
。

部
活
動
地
域
移
行
に
お
け
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
問
う

【
質

問
】
大
会
へ
の
参
加
な
ど

活
発
な
活
動
と
、
現
部
員
で
あ
る

中
学
生
の
6
年
度
の
参
加
継
続
や

受
入
れ
枠
の
拡
大
を
。

【
教
育
長
】
大
会
へ
の
参
加
も
視

野
に
入
れ
て
、
積
極
的
に
活
動
す

る
。
会
場
の
広
さ
や
必
要
機
材
な

ど
の
制
約
が
あ
る
が
、
希
望
す
る

生
徒
を
可
能
な
限
り
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
を
問
う

【
質

問
】
観
光
ス
ポ
ッ
ト
施
設

の
3
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
化
な
ど
を
ト

ラ
イ
ア
ル
実
施
し
て
は
。

【
区

長
】
史
跡
公
園
予
定
地
に

現
存
す
る
旧
理
化
学
研
究
所
の
施

設
を
3
Ｄ
映
像
と
し
て
再
現
し
て

い
る
。
ま
た
、
史
跡
全
体
を
点
群

デ
ー
タ
で
測
定
し
て
お
り
、「
工

都
展
」
で
成
果
を
公
開
す
る
な
ど
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
用
も

検
討
し
て
い
る
。

史
跡
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
公
園
内
に
、
平
和
に

関
す
る
常
設
展
示
を
設
置
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
板
橋
な
ら
で
は
の
展

示
と
な
る
よ
う
、
今
後
、
区
長
部

局
と
も
連
携
し
、
組
織
横
断
的
に

検
討
し
て
い
く
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
に
取

り
組
み
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
検
証
・
試

行
に
着
手
す
べ
き
。

【
区

長
】
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の

効
果
検
証
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

板
橋
駅
西
口
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
体
制
と
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
多
様
な
人
材
や
組
織

の
参
加
を
可
能
と
す
る
エ
リ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
必
要

と
認
識
し
て
お
り
、
事
業
の
進
捗

に
合
わ
せ
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

防
災
、
認
知
症
施
策
、
終
活
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

さ
か
ま
き
常
行

（
公
明
党
）

い
た
ば
し
花
火
大
会
を
問
う

【
質

問
】
火
災
事
故
の
再
発
防

止
策
の
確
立
は
、
ど
う
行
う
の
か
。

【
区

長
】
6
年
度
の
実
施
に
向

け
て
、
煙
火
の
許
認
可
を
行
う
都

や
警
察
、
消
防
と
再
発
防
止
策
の

検
討
を
行
い
、
実
施
方
法
を
精
査

す
る
予
定
で
あ
る
。

あ
い
ポ
ー
ト
の
認
知
度
を
問
う

【
質

問
】
区
民
の
認
知
度
に
改

善
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
認

知
度
向
上
の
た
め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積

極
活
用
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
こ
れ
ま
で
広
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
情
報

発
信
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
、

区
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
積
極
活

用
を
進
め
て
い
く
。

東
武
東
上
線
の
踏
切
対
策
を
問
う

【
質

問
】
障
害
物
検
知
装
置
を

最
新
の
高
性
能
な
も
の
に
切
り
替

え
る
、
遮
断
か
ん
を
屈
折
し
や
す

く
歩
行
者
の
脱
出
が
容
易
な
も
の

に
切
り
替
え
る
な
ど
の
、
安
全
対

策
を
東
武
鉄
道
に
要
請
す
べ
き
。

【
区

長
】
東
武
鉄
道
で
は
、
す

で
に
導
入
に
着
手
し
て
お
り
、
今

後
も
拡
大
を
図
る
計
画
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
と
も
、
安
全

対
策
の
要
請
を
続
け
て
い
く
。

太
陽
フ
レ
ア
に
よ
る
災
害
対
策
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
2
0
2
5
年
に
大
規

模
に
発
生
し
、
電
磁
波
が
様
々
な

影
響
を
も
た
ら
し
、
通
信
障
害
な

ど
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

必
要
な
手
立
て
を
講
じ
る
べ
き
。

【
区

長
】
国
や
研
究
機
関
の
動

向
を
注
視
し
、
提
供
さ
れ
た
情
報

は
関
係
部
署
で
共
有
を
深
め
、
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
子
育
て
に
か
か

る
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
学
校
給

食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
昨
今
の

気
候
変
動
下
に
お
け
る
街
路
樹
の

管
理
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

岩
永
き
り
ん

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

所
有
者
不
明
土
地
へ
の
対
応
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
所
有
者
不
明
土
地
の

活
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
。

【
区

長
】
所
有
者
不
明
土
地
を

利
用
し
て
地
域
の
た
め
の
事
業
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
「
地
域

福
利
増
進
事
業
」
が
あ
る
。
都
が

主
た
る
役
割
を
担
う
が
、
利
用
主

体
や
目
的
に
よ
り
、
各
所
管
部
署

が
連
携
す
る
な
ど
、
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
活
用
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
隣
接
す
る
板
橋
大
山

公
園
と
一
体
的
に
整
備
す
べ
き
。

【
区

長
】
跡
地
の
防
災
ゾ
ー
ン

の
整
備
に
合
わ
せ
、
板
橋
大
山
公

園
を
改
修
す
る
こ
と
で
、
一
体
的

な
利
用
が
可
能
と
な
る
た
め
、
で

き
る
限
り
有
効
な
活
用
が
で
き
る

よ
う
な
整
備
を
考
え
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
、
地
域
連
携

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
地
域
移
行
の
受
け
皿

団
体
に
つ
い
て
、
認
証
制
度
の
確

立
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
適
切
な
指
導
や
運
営

な
ど
に
関
す
る
客
観
的
な
基
準
を

定
め
る
な
ど
、
認
証
制
度
を
確
立

す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
、
地
域
移
行
に
よ

り
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て

い
く
。

教
員
不
足
へ
の
対
応
を
問
う

【
質

問
】
杉
並
区
の
事
例
を
参

考
に
、
区
採
用
の
教
員
制
度
の
実

施
に
つ
い
て
検
討
を
。

【
教
育
長
】
都
も
教
員
確
保
に
向

け
て
様
々
な
取
組
み
を
検
討
し
て

お
り
、
今
後
、
区
も
そ
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
教
育
を
支
え
る

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
地
域
課
題
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

お
ば
た
健
太
郎

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

一
般
質
問
9月21日
9月22日
本会議
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気
候
変
動
へ
の
対
策
と
持
続
可
能

な
事
業
継
続
を

【
質

問
】
夏
季
の
異
常
気
象
の

中
で
、
清
掃
職
員
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
に
も
、
新
た
に
補
正
予

算
を
組
ん
で
で
も
対
応
す
べ
き
。

【
区

長
】
補
正
予
算
も
含
め
、

必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
は
重
要

な
視
点
で
あ
る
と
考
え
る
。
5
年

度
は
、
熱
中
症
対
策
物
品
の
配
付

な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。

【
質

問
】
酷
暑
の
中
、
収
集
作

業
を
行
う
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
練
馬

区
の
よ
う
に
独
自
に
増
額
す
べ
き
。

【
区

長
】
23
区
で
同
額
で
あ
り
、

現
在
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。
手

当
額
に
つ
い
て
は
、
他
区
の
状
況

や
社
会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
て
定

め
て
お
り
、
今
後
も
動
向
を
注
視

し
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

【
質

問
】
清
掃
職
員
の
職
務
は

区
民
か
ら
の
相
談
・
要
望
・
苦
情

の
対
応
な
ど
も
担
っ
て
お
り
、
単

ち
ゅ
う

か
い

純
労
務
職
員
の
範
疇
か
ら
乖
離
し

て
い
く
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
清
掃
事
業
が
区
に
移

管
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
相
談
・
要

望
な
ど
に
対
応
し
て
い
た
。
移
管

後
も
各
区
で
同
様
に
行
わ
れ
て
お

り
、
大
き
く
乖
離
し
て
い
な
い
と

認
識
。
民
間
事
業
者
で
は
困
難
な

業
務
を
区
職
員
の
本
務
と
し
て
実

施
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

人
権
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
関
東
大
震
災
後
の
加

害
の
歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
い
け

な
い
と
考
え
る
。
小
中
学
校
で
は
、

人
権
教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

【
教
育
長
】
各
学
校
で
、
人
権
教

育
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、
す
べ

て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
児
童

・
生
徒
の
人
権
に
関
す
る
知
識
や

人
権
感
覚
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
問
う

【
質

問
】
都
立
特
別
支
援
学
校

や
長
期
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に

対
す
る
昼
食
代
も
無
償
化
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
都
立
特
別
支
援
学
校

で
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

都
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
長
期
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
昼
食
代
に
つ
い
て
は
、

現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
に
努
め

て
い
く
。

平
和
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
戦
争
体
験
を
語
れ
る

人
が
少
な
く
な
る
中
、
区
は
今
後

ど
の
よ
う
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語

り
継
い
で
い
く
の
か
。

【
区

長
】「
中
学
生
広
島
・
長

崎
平
和
の
旅
」
の
参
加
生
徒
が
、

語
り
部
か
ら
被
爆
体
験
談
を
聞
く

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
次
世
代
へ

の
伝
承
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も
、

若
い
世
代
に
も
伝
わ
る
取
組
み
を

工
夫
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。

【
質

問
】
台
風
の
影
響
で
中
止

と
な
っ
た
「
中
学
生
長
崎
平
和
の

旅
」
の
代
替
事
業
の
内
容
は
。

【
区

長
】
平
和
祈
念
式
典
の
生

中
継
を
区
立
中
学
校
で
視
聴
し
た

ほ
か
、
都
内
の
平
和
関
連
施
設
の

見
学
と
語
り
部
お
話
会
を
実
施
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
平
和
学

習
に
取
り
組
ん
だ
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
問
う

【
質

問
】
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
を
行
え
る
環

境
を
整
備
す
べ
き
。

【
区

長
】
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機

会
と
し
て
、
5
年
度
に
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
質

問
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
推
進
計
画
に
体
育
施
設
の
整

備
計
画
を
作
り
、
早
急
に
進
め
る

べ
き
。

【
区

長
】
板
橋
区
障
が
い
者
計

画
2
0
2
3
で
は
、
体
育
施
設
の

改
修
に
併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え

方
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

【
質

問
】
加
賀
庭
球
場
の
改
修

で
は
、
都
有
地
を
確
保
し
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
都
有
地
の
活
用
は
考

え
て
い
な
い
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
も
含
め
、
誰
も
が
利
用
し

や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
整
備
し

て
い
く
。

【
質

問
】
加
賀
庭
球
場
の
老
朽

化
し
た
更
衣
室
や
談
話
室
、
階
段

の
設
備
を
改
修
す
べ
き
。

【
区

長
】
更
衣
室
、
談
話
室
の

ほ
か
、
階
段
部
分
も
含
め
て
改
修

す
る
方
向
で
計
画
し
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、
５
類
移

行
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て

【
質

問
】
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
や
防
衛
費
を
増
額
す
る
政
府

の
方
針
は
、
板
橋
区
平
和
都
市
宣

言
と
相
い
れ
な
い
と
考
え
る
が
、

区
の
見
解
は
。

【
区

長
】
憲
法
が
掲
げ
る
恒
久

平
和
主
義
と
国
際
協
調
主
義
に
基

づ
き
、
平
和
に
向
け
た
最
大
限
の

努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
お
り
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
宣

言
す
る
板
橋
区
平
和
都
市
宣
言
と

軌
を
一
に
し
て
い
る
と
考
え
る
。

社
会
保
障
の
抜
本
的
な
拡
充
を

【
質

問
】
福
祉
事
務
所
の
見
直

し
で
は
、
拙
速
な
一
本
化
を
行
わ

ず
、
5
か
所
に
増
や
す
と
と
も
に
、

人
員
・
面
積
も
増
や
す
べ
き
。

【
区

長
】
区
内
全
域
を
所
管
す

る
「
1
つ
の
福
祉
事
務
所
」
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
包
括
的
支
援
体
制
の
構

築
を
め
ざ
し
、
検
討
を
進
め
て
い

る
。
窓
口
の
拡
充
は
、
生
活
保
護

受
給
者
数
の
推
移
な
ど
を
踏
ま
え
、

適
切
な
時
期
に
検
討
を
行
う
。

【
質

問
】
高
齢
者
紙
お
む
つ
等

支
給
事
業
に
お
い
て
、
介
護
度
別

に
支
給
金
額
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
所
得
基
準
を
見
直
し
、
対

象
を
拡
大
す
べ
き
。

【
区

長
】
5
年
度
よ
り
現
物
支

給
の
月
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

制
度
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今

後
も
要
介
護
度
別
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
が
、
現

時
点
で
は
、
所
得
基
準
や
支
給
金

額
の
見
直
し
を
行
う
考
え
は
な
い
。

【
質

問
】
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
跡

地
に
整
備
さ
れ
る
障
が
い
者
施
設

で
、
強
度
行
動
障
が
い
者
の
受
入

れ
が
任
意
と
な
っ
た
経
緯
は
。

【
区

長
】
公
募
要
件
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
重
度
重
複

障
が
い
者
と
強
度
行
動
障
が
い
者

を
同
時
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
と
の
声
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

強
度
行
動
障
が
い
者
の
受
入
れ
を

任
意
と
し
た
。

物
価
高
に
対
す
る
経
済
支
援
を

【
質

問
】
中
小
零
細
業
者
へ
の

現
金
給
付
を
緊
急
に
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
段
階
で
は
、
区
で

直
接
支
援
を
実
施
す
る
予
定
は
な

い
が
、
国
や
都
の
財
源
措
置
の
状

況
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
区
と

し
て
行
う
べ
き
支
援
に
つ
い
て
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

高
島
平
地
域
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

【
質

問
】
高
島
平
駅
・
西
台
駅

の
駐
輪
施
設
が
不
足
し
て
い
る
。

抜
本
的
な
増
設
を
図
る
べ
き
。

【
区

長
】
公
有
地
の
有
効
活
用

な
ど
抜
本
的
な
解
決
へ
の
道
を
探

り
つ
つ
、
暫
定
自
転
車
駐
車
場
の

開
設
な
ど
、
当
座
の
不
便
解
消
に

も
努
め
て
い
く
。

五
十
嵐
や
す
子

荒

川

な

お

い
わ
い
桐
子

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
共
産
党
）

（
共
産
党
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

【
質

問
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ど

の
程
度
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

【
区

長
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
売

却
で
は
、
再
商
品
化
の
具
体
的
な

手
法
や
量
を
指
定
す
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
把
握
し
て
い
な
い
。

水
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
東
坂
下
二
丁
目
排
水

機
所
の
ポ
ン
プ
を
高
性
能
な
も
の

へ
交
換
、
ま
た
は
増
強
す
べ
き
。

【
区

長
】
台
風
2
号
に
よ
る
浸

水
被
害
は
、
下
水
道
管
の
容
量
な

ど
様
々
な
要
素
が
複
合
し
て
発
生

し
た
も
の
で
、
ポ
ン
プ
の
能
力
が

原
因
と
は
考
え
て
い
な
い
。
都
下

水
道
局
と
調
整
の
う
え
、
有
効
な

浸
水
対
策
を
選
定
し
、
今
後
、
連

携
し
て
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

絵
本
の
ま
ち
板
橋
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
絵
本
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
予
約
枠
が
埋
ま

り
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
と
の
声

が
聞
か
れ
る
小
学
生
の
部
に
つ
い

て
、
事
業
を
拡
大
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
兄
弟
姉
妹
の
参
加
な

ど
は
、
定
員
を
超
え
た
際
も
受
け

入
れ
て
い
る
。
参
加
者
数
は
柔
軟

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
大
幅
な

定
員
超
過
が
見
込
ま
れ
る
際
に
は
、

事
業
拡
大
を
検
討
す
る
。

【
質

問
】
都
が
設
立
し
た
デ
ジ

ガ

ブ

タ
ル
支
援
拠
点
で
あ
る
「
Ｇ
ｏ
ｖ

テ

ッ

ク

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
東
京
」
の
協
力
を
得
て
、

絵
本
の
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
Ｇ
ｏ
ｖ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
東

京
で
は
、
Ｄ
Ｘ
に
関
わ
る
区
市
町

村
へ
の
様
々
な
支
援
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
積
極
的
な
活
用

を
検
討
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
誰
も
が
外
出
し
や
す

く
、
ひ
と
休
み
で
き
る
ベ
ン
チ
や

日
常
を
シ
ェ
ア
で
き
る
居
場
所
の

設
置
は
、
多
様
な
人
が
関
わ
る
た

め
、
重
層
的
支
援
や
共
生
施
策
と

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
推
進
を
。

【
区

長
】
居
場
所
や
ベ
ン
チ
の

設
置
は
重
要
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
の

設
置
は
、
地
域
保
健
福
祉
計
画
策

定
と
併
せ
て
研
究
し
て
い
く
。

社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
設
置
さ
れ

た
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
問
う

【
質

問
】
7
か
所
の
地
域
交
流

ス
ペ
ー
ス
を
視
察
し
た
が
、
素
晴

ら
し
い
設
備
が
あ
っ
て
も
活
用
さ

れ
て
い
な
い
施
設
も
あ
る
。
各
事

業
所
は
本
来
業
務
の
運
営
で
忙
し

く
、
地
域
交
流
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
く
の
は
難
し
い
実
態
が
あ
る
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

【
区

長
】
人
材
不
足
や
コ
ロ
ナ

に
よ
り
、
活
用
が
困
難
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。
他
自
治
体
の
先
進
的

取
組
み
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。

子
育
て
支
援
拠
点
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
児
童
館
を
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て
、
最

大
限
有
効
活
用
す
べ
き
。

【
区

長
】
児
童
館
に
求
め
ら
れ

る
小
中
高
生
の
居
場
所
機
能
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
。

【
質

問
】
民
間
に
よ
る
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
を
増
や
す
べ
き
。

【
区

長
】
国
の
動
向
も
踏
ま
え

な
が
ら
、
民
間
に
よ
る
拠
点
整
備

の
必
要
性
を
含
め
、
あ
り
方
を
研

究
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
物
価
高
騰
と
人

材
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

小
野
ゆ
り
こ

井

上

温

子

（
日
本
維
新
の
会
）

（
い
た
ば
し
未
来
）

各
種
入
札
に
お
け
る
事
業
者
の
取

扱
い
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
内
本
店
事
業
者
の

受
注
機
会
を
確
保
し
、
事
業
者
の

保
護
・
育
成
を
図
る
こ
と
で
、
地

域
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
今
後
も
、
区
内
本
店

事
業
者
の
育
成
と
公
正
な
入
札
の

た
め
、
指
名
基
準
の
定
め
る
範
囲

で
、
区
内
本
店
事
業
者
を
第
一
と

し
た
指
名
に
努
め
て
い
く
。

支
店
登
録
事
業
者
の
認
定
要
件
の

確
認
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
内
支
店
・
営
業
所

実
態
調
査
の
具
体
的
な
実
施
方
法

と
、
訪
問
日
時
の
告
知
の
有
無
に

つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
全
支
店
・
営
業
所
か

ら
対
象
を
任
意
で
抽
出
し
、
抜
き

打
ち
で
実
施
し
て
い
る
。
例
年
10

月
下
旬
に
通
知
を
行
い
、
実
施
日

時
を
告
知
す
る
こ
と
な
く
、
職
員

が
訪
問
し
、
看
板
の
有
無
や
責
任

者
の
常
駐
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

【
質

問
】
過
去
の
区
内
支
店
・

営
業
所
実
態
調
査
の
結
果
及
び
疑

義
が
生
じ
た
事
例
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
近
年
の
調
査
で
疑
義

が
生
じ
た
事
案
は
、
元
年
度
に
改

善
指
導
1
件
、
平
成
29
年
度
に
認

定
取
消
1
件
で
あ
っ
た
。
認
定
取

消
の
事
例
は
、
事
業
者
か
ら
認
定

要
件
の
整
備
は
困
難
で
あ
る
旨
の

申
し
出
を
受
け
、
認
定
取
消
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
の
情
報
発
信
力
を

強
化
す
る
た
め
に
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る

こ
と
を
含
め
、
様
々
な
情
報
を
発

信
す
べ
き
。

【
区

長
】
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

い
た
ば
し
、
区
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
を
活
用
し
、
周
知
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を

含
め
た
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
効
果
的

な
発
信
方
法
に
つ
い
て
研
究
を
重

ね
る
。

都
営
成
増
第
二
ア
パ
ー
ト
跡
地
の

利
用
計
画
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
都
営
成
増
第
二
ア
パ

ー
ト
の
跡
地
に
か
か
る
13
年
度
以

降
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
、
都
へ

今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
で
対
応
し

て
い
く
の
か
。

【
区

長
】
13
年
度
以
降
の
活
用

に
向
け
て
、
引
き
続
き
都
に
対
し

て
継
続
的
に
検
討
状
況
を
確
認
し

つ
つ
、
時
機
を
捉
え
て
、
地
元
要

望
を
踏
ま
え
た
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
活
用
を
求
め
て
い
く
。

ふ
ん

ハ
ト
の
糞
害
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
成
増
駅
北
口
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
は
、
改
修
前
、

ハ
ト
の
糞
害
の
問
題
が
深
刻
で
あ

っ
た
。
改
修
後
も
ハ
ト
の
糞
害
対

策
を
講
じ
、
ハ
ト
へ
の
給
餌
に
よ

る
被
害
防
止
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
注
意
看
板
の
設
置
や

餌
や
り
禁
止
の
指
導
な
ど
、
引
き

続
き
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

今
後
は
条
例
制
定
も
含
め
、
快
適

な
利
用
環
境
を
確
保
す
べ
く
、
実

効
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

近
藤
タ
カ
ヒ
ロ

（
自
民
党
）

地
域
へ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
区
職
員
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
に
出
て
、
地
域
に
目

を
向
け
る
区
民
と
連
携
す
る
仕
組

み
を
構
築
す
べ
き
。

【
区

長
】
様
々
な
知
見
を
持
つ

区
民
と
連
携
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
成
長
・
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

幼
児
教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
小
学
校
入
学
に
向
け

た
準
備
だ
け
で
な
く
、
非
認
知
能

力
を
伸
ば
す
教
育
と
保
護
者
へ
の

教
育
機
会
の
提
供
を
行
う
べ
き
。

【
教
育
長
】
引
き
続
き
、
非
認
知

能
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
含

め
、
質
の
高
い
教
育
環
境
整
備
に

努
め
、
保
護
者
に
対
す
る
幼
児
教

育
の
理
解
促
進
も
支
援
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
産
後
ケ
ア
事
業
の
う

ち
、
訪
問
型
・
宿
泊
型
だ
け
で
な

く
、
通
所
型
も
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
近
年
の
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
と
施
設
状
況
の
変
化
に
鑑
み
、

6
年
度
に
向
け
、
通
所
型
の
開
始

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
虐
待
防
止
の
た
め
、

産
後
の
母
親
に
は
誰
か
と
会
っ
て

話
せ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

区
の
現
状
と
拡
充
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
見
解
は
。

【
区

長
】
新
生
児
訪
問
や
産
後

ケ
ア
な
ど
、
産
前
産
後
か
ら
利
用

で
き
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
も
、
親
子
の
居
場
所
・
相
談

機
能
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

聴
覚
障
が
い
の
理
解
の
向
上
を

【
質

問
】
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
契
機
に
聴
覚
障
が
い
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
啓

発
に
取
り
組
む
べ
き
。

【
区

長
】
聴
覚
障
が
い
に
対
す

る
理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
区

が
発
行
す
る
健
康
づ
く
り
の
情
報

誌
で
、「
聞
こ
え
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
情
報
発
信
を
検
討
す
る
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
猫
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
の
成
果
が
わ
か
る
よ
う
、

デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
公
表
す
べ
き
。

【
区

長
】
登
録
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
を

見
え
る
化
し
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
て
い
く
。

【
質

問
】
飼
い
犬
の
マ
ナ
ー
啓

発
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
み
を

さ
ら
に
強
化
す
べ
き
。

【
区

長
】
新
た
な
試
み
と
し
て
、

犬
の
飼
育
セ
ミ
ナ
ー
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
る
。
今
後
も

先
進
的
な
取
組
み
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
マ
ナ
ー
啓
発
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
小
中
学
生
が
、
小
豆

沢
河
岸
広
場
と
川
の
間
に
あ
る
柵

を
乗
り
越
え
て
遊
ん
で
い
る
。
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
浮
き
輪
を
設

置
す
べ
き
。

【
区

長
】
水
上
バ
ス
小
豆
沢
発

着
場
に
設
置
し
て
い
る
浮
き
輪
の

増
設
を
行
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、

周
辺
の
小
中
学
校
に
対
し
、
水
辺

の
危
険
性
を
児
童
・
生
徒
に
改
め

て
周
知
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
喫
煙
所
整
備
に

つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
部
活
動
の
地
域
移
行

に
あ
た
り
、
指
導
者
報
酬
な
ど
の

財
源
確
保
の
進
捗
は
。

【
教
育
長
】
い
た
ば
し
地
域
ク
ラ

ブ
の
活
動
経
費
は
、
都
へ
補
助
申

請
し
て
お
り
、
決
定
結
果
を
待
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今
後
も
財

源
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
プ
リ
ム
ラ
」
は
、
部

活
動
の
地
域
移
行
に
お
い
て
、
役

割
を
担
う
可
能
性
が
あ
る
か
。

【
教
育
長
】
多
様
な
種
目
を
経
験

で
き
る
機
会
の
提
供
や
よ
り
多
く

の
中
学
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質

問
】
志
村
小
・
志
村
四
中

の
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
、
区
営

自
転
車
駐
車
場
の
移
設
に
よ
り
、

校
庭
の
広
さ
を
拡
充
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
志
村
四
中
に
隣
接
す

る
自
転
車
駐
車
場
の
学
校
用
地
へ

の
用
途
転
換
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
検
討
・
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
急
速
に
普
及
し
て
い

る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
、

区
職
員
の
利
用
を
想
定
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ
き
。

【
区

長
】
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
用
い
て
、
効
率
的
に
回
答
が

得
ら
れ
る
方
法
や
リ
ス
ク
に
つ
い

て
検
証
を
進
め
て
い
る
。
効
果
検

証
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
影
響
額
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
3
割
増
が
続
く
と
、

5
年
後
は
100
億
円
を
超
え
る
試
算

と
な
る
。
区
財
政
に
よ
る
影
響
は
。

【
区

長
】
100
億
円
を
超
え
る
と
、

5
年
度
当
初
予
算
の
約
4
％
に
達

し
、
区
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

事
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
質

問
】
特
別
区
長
会
に
よ
る

国
へ
の
制
度
是
正
要
望
で
は
、
フ

ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
や
ド
ラ
イ
バ
ー

人
材
不
足
の
観
点
を
追
加
す
べ
き
。

【
区

長
】
あ
ら
ゆ
る
視
点
で
制

度
の
矛
盾
点
や
課
題
を
示
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
、
23
区
が
一
体
と

な
っ
て
是
正
を
働
き
か
け
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
に
ア
ー
ト
の
活
用
を

【
質

問
】
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗

に
合
わ
せ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
設
置
に
お
け
る
作
家
・
作
品
の

選
定
や
購
入
な
ど
の
検
討
会
を
立

ち
上
げ
る
べ
き
。

【
区

長
】
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

設
置
の
実
現
可
能
性
が
見
出
さ
れ

た
場
合
は
、
専
門
家
や
地
元
住
民

な
ど
か
ら
意
見
を
も
ら
い
、
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
問
う

【
質

問
】
現
行
の
計
画
は
1
0

0
0
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
た
め
、
精

査
し
て
活
用
を
図
れ
る
よ
う
に
す

べ
き
。

【
区

長
】
新
た
な
計
画
で
は
、

区
が
主
体
的
・
能
動
的
に
講
ず
る

防
災
対
策
を
中
心
に
記
載
し
、
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

「
い
つ
・
誰
が
・
何
を
す
る
か
」を
時

系
列
で
整
理
し
た
構
成
に
見
直
す

こ
と
で
ペ
ー
ジ
数
を
削
減
す
る
。

間
中
り
ん
ぺ
い

山
田
た
か
ゆ
き

（
自
民
党
）

（
自
民
党
）

高
島
平
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
5
年
2
月
に
予
定
し

て
い
た
交
流
核
形
成
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
の
中
間
の
ま
と
め
が
、
5

年
9
月
に
先
送
り
さ
れ
た
経
緯
は
。

【
区

長
】
取
組
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
、
エ
リ
ア
全
体
の
視
点

で
の
検
討
や
調
整
に
時
間
を
要
し

て
い
る
。

【
質

問
】
区
と
Ｕ
Ｒ
が
別
々
に

建
物
を
計
画
す
る
方
法
で
は
、
双

方
の
認
識
の
食
い
違
い
な
ど
に
よ

り
、
良
い
も
の
は
生
ま
れ
な
い
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
区
と
Ｕ
Ｒ
は
、
基
本

合
意
に
基
づ
く
協
働
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
、
共
通
認
識
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
よ
う
、
連
携
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
高
島
平
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
標
に
な
る
の
は
、
旧

高
島
七
小
の
解
体
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
解
体
時
期
は
何
年
何
月

か
伺
う
。

【
区

長
】
詳
細
な
解
体
時
期
は

現
在
示
せ
る
段
階
で
は
な
い
が
、

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

可
能
な
範
囲
で
示
し
て
い
く
。

上
板
橋
南
口
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
現
在
の
駅
前
広
場
に

お
け
る
設
計
の
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
駅
前
広
場
は
駅
舎
な

ど
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
東
武

鉄
道
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
実

施
設
計
を
5
年
度
に
完
了
す
る
予

定
で
進
め
て
い
る
。

【
質

問
】
駅
舎
の
耐
用
年
数
に

関
連
し
、
橋
上
駅
舎
全
体
の
改
築

な
ど
の
計
画
は
さ
れ
て
い
る
か
、

現
在
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

【
区

長
】
東
武
鉄
道
か
ら
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
橋
上
駅
舎
全
体
の

改
築
計
画
な
ど
の
予
定
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
再
開
発
事
業
の
進

捗
に
合
わ
せ
て
、
引
き
続
き
情
報

の
収
集
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
駅
舎
全
体
が
改
築
さ

れ
る
場
合
は
、
連
続
立
体
交
差
事

業
に
よ
る
影
響
も
視
野
に
入
れ
る

べ
き
だ
が
、
東
武
鉄
道
と
は
ど
の

よ
う
な
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

【
区

長
】
駅
前
広
場
に
つ
い
て

は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
へ
の
影

響
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
再
開

発
事
業
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
東
武
鉄
道
と

必
要
な
協
議
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
上
板
橋
駅
南
口
駅
前

地
区
の
都
市
計
画
道
路
の
供
用
開

始
は
い
つ
ご
ろ
を
想
定
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

【
区

長
】
駅
前
東
地
区
に
お
い

て
は
、
再
開
発
組
合
が
5
年
5
月

か
ら
建
物
の
除
却
工
事
を
進
め
て

お
り
、
道
路
の
供
用
開
始
は
、
10

年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
質

問
】
区
長
自
ら
が
先
頭
に

立
つ
こ
と
で
、
地
域
に
住
む
方
々

に
安
心
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思

う
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】「
東
京
で
一
番
住
み

た
く
な
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

上
板
橋
地
域
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
べ
く
、

全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解

増
進
法
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
に
関
わ
る

区
の
対
応
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
具
体
的
な
施
策
を
考

え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
海
外
の
事

例
や
当
事
者
へ
の
実
態
ヒ
ア
リ
ン

グ
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
法
に
お
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
は
、
国
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
、
施
策
を
実
施
す
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

施
策
を
検
討
す
る
際
に
は
、
広
く

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
包
括
的
性
教
育
を
行

う
際
に
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
も

っ
た
性
を
大
切
に
で
き
る
よ
う
、

十
分
な
配
慮
を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
包
括
的
性
教
育
の
う

ち
、
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に

関
す
る
新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
基
本
計
画
や
指
針
を

踏
ま
え
て
、
あ
り
方
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

学
校
給
食
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
近
隣
自
治
体
の
取
組

み
を
研
究
す
る
と
の
過
去
の
答
弁

を
踏
ま
え
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

【
教
育
長
】
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

は
、
安
定
供
給
の
確
保
や
一
般
の

食
材
よ
り
も
高
額
で
あ
る
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
実
現
可
能
性
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

川

口

雅

敏

坂
田
れ
い
子

（
自
民
党
）

（
参
政
党
）
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4
年
度
決
算
に
つ
い
て
問
う

問
決
算
の
財
政
・
事
務
執
行
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
実
質
収
支
は
18.9
％
減
の
101
億

8
0
0
0
万
円
余
で
あ
っ
た
。
事

業
執
行
に
つ
い
て
は
、
№
1
実
現

プ
ラ
ン
で
掲
げ
た
施
策
の
着
実
な

推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
再
資
源
化

に
つ
い
て
問
う

問
4
年
度
に
実
施
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
回
収
に
関
す

る
地
域
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
課
題
や
問
題
点
は
。

答
分
別
の
変
更
や
洗
浄
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
周
知
が

必
要
と
整
理
し
た
。

都
立
城
北
中
央
公
園
の
再
整
備
に

つ
い
て
問
う

問
現
在
の
都
と
の
交
渉
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
5
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も
複

数
回
、
都
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

区
民
に
と
っ
て
、
よ
り
魅
力
的
な

公
園
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

（
自
民
党
）

し
ょ
う
れ
ん
「
い
た
Ｐ
ａ
ｙ
」
ま

つ
り
に
つ
い
て
問
う

問
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
店
舗
を

区
商
店
街
連
合
会
や
区
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
の
加
盟
店
舗
に
限

定
し
た
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

答
連
合
会
へ
の
加
盟
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

創
出
な
ど
を
促
進
す
る
も
の
で
あ

り
、
対
象
店
舗
を
限
定
す
る
こ
と

は
、
許
容
の
範
囲
内
で
あ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
向
け
た
支
援
を

問
病
院
や
薬
局
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
に
向
け
た
支
援
を
す
べ
き
。

答
民
間
事
業
者
に
お
け
る
普
及

拡
大
の
効
果
的
な
方
法
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
く
。

高
島
平
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

問
人
口
動
態
や
人
流
デ
ー
タ
の

根
拠
に
基
づ
い
た
提
案
が
組
み
込

ま
れ
る
べ
き
。

答
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
セ
ン
サ
ー
や
モ

ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
新
た
な
技
術
を

活
用
し
た
、
デ
ー
タ
連
携
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
自
民
党
）

大
野
治
彦

内
田
け
ん
い
ち
ろ
う

定
住
者
促
進
に
つ
い
て
問
う

問
外
国
人
の
定
住
者
促
進
の
た

め
に
は
多
文
化
共
生
の
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
が
、
区
の
取
組
み
は
。

答
文
化
・
国
際
交
流
財
団
と
連

携
し
、
日
本
語
教
室
の
開
催
や
伝

統
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
な

ど
を
通
じ
、
外
国
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

物
価
高
克
服
及
び
地
域
経
済
活
性

化
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
4
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の

成
果
は
。

答
経
営
安
定
化
特
別
融
資
や
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
な
ど
、

多
く
の
区
民
や
事
業
所
に
対
し
て
、

地
域
経
済
対
策
を
実
施
し
た
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
空
き
家
対
策
に
お
け
る
官
民

連
携
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
売
却
や
賃
貸
な
ど
に
よ
る
不

動
産
の
流
通
は
、
民
間
事
業
者
な

ど
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。
他

自
治
体
の
動
向
も
併
せ
て
、
慎
重

に
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

（
自
民
党
）

長
瀬
達
也

一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
ル
ー

ル
に
つ
い
て
問
う

問
睡
眠
時
間
8
時
間
以
上
を
目

標
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ロ
グ

イ
ン
時
間
の
制
限
を
検
討
す
べ
き
。

答
校
長
や
教
員
な
ど
で
組
織
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
意
見

を
取
り
入
れ
、
健
康
上
の
配
慮
か

ら
、
0
時
か
ら
5
時
ま
で
の
間
は

視
聴
で
き
な
い
設
定
に
し
て
い
る
。

青
少
年
委
員
会
に
つ
い
て
問
う

問
現
行
の
地
区
活
動
費
は
維
持

し
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
登
録

者
数
に
応
じ
て
加
算
す
べ
き
。

答
各
地
区
の
活
動
を
安
定
的
に

運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
律

の
活
動
費
を
設
定
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
考
え
る
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
乗
入
れ
を
問
う

問
町
会
の
お
祭
り
な
ど
で
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
を
円
滑
に
導
入
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
。

答
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
利
用

に
よ
る
飲
食
物
の
提
供
は
、
申
請

内
容
を
個
別
具
体
に
審
査
し
、
許

可
の
判
断
を
行
っ
て
い
く
。

東
武
東
上
線
連
続
立
体
化
を
問
う

問
高
架
下
の
利
用
方
法
の
方
針

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答
施
設
の
用
途
や
配
置
な
ど
の

全
体
的
な
方
針
を
定
め
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
中
で
施
設
の
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
公
明
党
）

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
導
入
を

問
さ
ら
な
る
事
業
の
質
の
向
上

の
た
め
、
勘
や
経
験
で
は
な
く
数

字
に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
導
入
す
べ
き
。

答
今
後
も
デ
ー
タ
を
起
点
と
す

る
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策

な
ど
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

サ

ー

ス

窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
を
問
う

問
区
が
導
入
し
た
「
書
か
な
い

窓
口
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
進
め

る
窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
し

た
取
組
み
で
あ
る
か
伺
う
。

答
「
書
か
な
い
窓
口
」
は
、
区

が
独
自
調
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
問
う

問
令
和
版
「
経
営
刷
新
会
議
」

を
立
ち
上
げ
、
民
間
人
が
入
り
、

事
業
の
総
点
検
を
実
施
す
べ
き
。

答
次
期
基
本
構
想
な
ど
の
検
討

を
開
始
し
て
い
く
中
で
、
方
針
を

大
き
く
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
外
部
委
員
の
意

見
を
伺
う
機
会
を
設
け
て
い
く
。

（
自
民
党
）

い
し
だ
圭
一
郎

元
山
芳
行

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
問
う

問
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

ら
れ
る
環
境
整
備
と
拡
充
を
。

答
7
年
度
に
は
18
圏
域
で
の
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会
の
実
施

を
目
標
と
し
て
お
り
、
フ
レ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど
を
着
実

に
進
め
つ
つ
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て
問
う

問
区
の
受
診
率
の
現
状
に
つ
い

て
、
見
解
は
。

答
大
腸
が
ん
以
外
の
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
区
の
受
診
率
は
都

内
で
も
下
位
で
あ
る
た
め
、
受
診

率
向
上
の
た
め
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に

向
け
た
取
組
み
の
強
化
に
つ
い
て
、

区
の
決
意
を
伺
う
。

答
検
診
の
目
的
や
時
期
な
ど
の

周
知
に
努
め
、
精
度
を
維
持
し
な

が
ら
、
受
診
し
て
も
ら
い
や
す
い

見
直
し
や
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
問
う

問
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
み
と

し
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
寄

付
者
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与

し
、
事
業
の
推
進
を
す
べ
き
。

答
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
含
め
、

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
拡

充
や
創
設
、
効
果
的
な
周
知
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

（
公
明
党
）

成
島
ゆ
か
り

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
て

問
取
組
状
況
と
、
改
め
て
条
例

の
制
定
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
労
働
環
境
向
上
へ
の
取
組
み

を
具
体
化
し
た
要
綱
と
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
策
定
し
、
5
年
度
契
約

よ
り
適
用
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
事
業
者
の
意

識
改
革
を
一
層
促
し
て
い
く
。

道
の
駅
の
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
西
高
島
平
駅
周
辺
に
道
の
駅

を
誘
致
・
整
備
す
る
こ
と
を
改
め

て
求
め
る
。
見
解
は
。

答
周
辺
施
設
の
更
新
に
合
わ
せ

た
誘
致
は
困
難
で
あ
る
が
、
に
ぎ

わ
い
創
出
の
方
策
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
板
橋
」
の

実
現
を

問
平
成
22
年
度
に
、
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
る
認
知
機
能
低
下
の
予
防
効

果
を
検
証
し
た
。
そ
の
研
究
結
果

を
再
評
価
し
、
事
業
へ
の
反
映
を
。

答
改
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
再

評
価
し
、
高
齢
者
の
運
動
習
慣
の

意
識
付
け
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進

都
市
」
へ
の
参
加
や
施
策
展
開
を
。

答
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
へ

の
応
募
も
見
据
え
、
居
心
地
が
良

く
、
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
を
め
ざ

し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

中
妻
じ
ょ
う
た

高
沢
一
基

特
定
妊
婦
へ
の
支
援
を

問
出
産
前
か
ら
支
援
が
必
要
と

さ
れ
る
特
定
妊
婦
に
は
、
産
前
産

後
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

場
所
が
必
要
。
区
内
に
、
特
定
妊

婦
が
守
ら
れ
る
施
設
の
確
保
を
。

答
区
内
で
の
施
設
の
確
保
は
考

え
て
い
な
い
が
、
妊
婦
の
状
況
に

合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

バ
ス
路
線
を
守
る
た
め
の
施
策
を

問
交
通
政
策
基
本
計
画
に
、
具

体
的
な
施
策
を
明
記
す
べ
き
。

答
次
期
改
定
時
に
、
ま
ち
づ
く

り
や
社
会
経
済
情
勢
な
ど
の
変
化

を
反
映
さ
せ
る
ほ
か
、
計
画
に
記

載
の
な
い
対
応
も
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
実
施
し
て
い
く
。

（
共
産
党
）

持
続
可
能
な
事
業
継
続
の
た
め
に

問
清
掃
職
員
に
対
し
て
、
空
調

付
作
業
服
の
早
期
導
入
を
。

答
効
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

か
、
ま
た
、
活
用
で
き
る
か
の
確

認
が
必
要
。
他
自
治
体
の
状
況
な

ど
を
情
報
収
集
し
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に

つ
い
て
問
う

問
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学
援
助

を
区
で
検
討
す
べ
き
。

答
今
の
と
こ
ろ
導
入
予
定
は
な

い
が
、
都
の
施
策
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
負
担
軽
減
な
ど
に

つ
な
が
る
新
た
な
事
業
が
始
ま
る

際
に
は
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

石
川
す
み
え

五
十
嵐
や
す
子

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
区

が
独
自
に
行
っ
た
「
い
た
ば
し
生

活
支
援
臨
時
給
付
金
事
業
」
の
実

施
理
由
と
効
果
は
。

答
低
所
得
で
生
活
に
困
窮
す
る

世
帯
を
支
援
す
る
た
め
に
実
施
し

た
。
物
価
高
騰
の
中
、
家
計
へ
の

一
助
と
な
り
、
生
活
の
支
援
に
な

っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
給
付
金
の
支
給
対
象
を
さ
ら

に
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
見

解
を
伺
う
。

答
新
た
な
給
付
金
事
業
が
実
施

さ
れ
る
場
合
に
、
国
の
考
え
方
を

注
視
し
つ
つ
、
物
価
高
騰
な
ど
の

社
会
的
状
況
を
勘
案
し
、
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

（
共
産
党
）

志
村
小
・
志
村
四
中
の
小
中
一
貫

型
学
校
に
つ
い
て
問
う

問
計
画
に
反
対
す
る
方
の
意
見

を
受
け
止
め
て
こ
そ
、
住
民
合
意

が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答
住
民
説
明
会
で
、
反
対
意
見

を
受
け
止
め
な
が
ら
説
明
を
尽
く

し
て
き
た
が
、
100
％
の
住
民
合
意

に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
問
う

問
基
金
を
活
用
す
れ
ば
、
第
8

期
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
必
要

は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
給
付

実
績
が
計
画
を
下
回
り
、
基
金
は

積
み
上
が
っ
た
が
、
保
険
料
額
自

体
は
適
切
だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

（
共
産
党
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
問
う

問
影
響
額
、
区
へ
の
寄
付
額
は
。

答
5
年
度
の
影
響
額
は
、
27
億

7
4
6
4
万
円
。
寄
付
額
は
、
9

月
末
時
点
で
3
9
4
9
万
8
千
円
。

志
村
六
小
給
食
室
改
修
工
事
中
の

宅
配
弁
当
の
提
供
に
つ
い
て
問
う

問
宅
配
弁
当
が
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
で
は
な
い
た
め
、
弁
当
を
持
参

し
て
い
る
家
庭
へ
の
支
援
策
を
。

答
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
上

の
理
由
を
含
め
、
支
援
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

（
日
本
維
新
の
会
）

竹
内

愛

小
林
お
と
み

大
森

大

こ
ど
も
の
池
の
運
営
を
問
う

問
暑
さ
指
数
の
制
約
に
鑑
み
、

民
間
事
業
者
委
託
を
検
討
す
べ
き
。

答
地
域
の
担
い
手
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
経
緯
も
あ
り
、
携
わ
る

方
々
の
合
意
を
前
提
と
し
て
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

問
暑
さ
指
数
を
実
測
し
数
時
間

で
も
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答
池
相
互
の
連
絡
体
制
や
開
設

情
報
の
提
供
手
段
の
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
暑
さ
を
緩
和
す
る
施

設
の
工
夫
と
併
せ
て
検
討
す
る
。

（
い
た
ば
し
未
来
）

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
を
問
う

問
ど
こ
の
医
療
機
関
に
行
っ
て

も
断
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
後
遺
症

の
相
談
が
で
き
る
体
制
を
。

答
区
医
師
会
に
、
円
滑
に
受
診

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
重

ね
て
周
知
し
て
い
く
。

（
参
政
党
）

在
宅
介
護
を
支
え
る
人
材
確
保
と

定
着
支
援
に
つ
い
て
問
う

問
事
業
所
へ
の
家
賃
補
助
や
報

酬
の
上
乗
せ
加
算
な
ど
、
区
独
自

の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

答
国
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

区
独
自
の
対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

（
無
所
属
議
員
）

大
野
ゆ
か

坂
田
れ
い
子

し
い
な
ひ
ろ
み

令
和
4
年
度
決
算
に

対
す
る
総
括
質
問（
要
旨
）
10月18日
～20日
決算調査
特別委員会

◆
総
括
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
1
月
上
旬
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
総
括
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
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令和4年度
各 会 計
歳入歳出
決 算

●緊急財政対策として、8％シーリングを行い、
シニアクラブの清掃活動費や障がい者団体の
補助金までカットし、11億7,700万円の予算
削減を行ったものの、基金総額は過去最高の
1,144億円という異常な結果であった。

●「6回の補正予算で対策を講じた」と言うが、
4年度のコロナ・物価高対策経費198億円の

うち、157億円は特定財源で区の支出は41億
円だった。もっと区民への支援ができたはず。
●区営自転車駐車場の指定管理者制度導入によ
り、高齢者雇用を大幅に減らしたほか、回数
券も廃止し、利便性が向上したとは言えない。
●超過勤務が年360時間を超える区職員数は過
去最多を更新。正規職員の増員を行うべき。

共 産 党

区民の暮らしこそ緊急事態であると認識し、
思い切った財政支援を行う区政運営を

●社会的擁護経験者の支援制度の周知や措置解
除前の相談体制の拡充などが望まれる。

●教育ICT化とGIGAスクール構想の統合した
事業展開が求められている。効果的な教育が
実施される基盤整備を進めるべき。

●ひきこもり対策は重要な施策であり、一層の
推進を求める。

●エネルギー価格高騰対策設備更新助成や公衆
浴場燃料費等緊急補助金交付など、区内事業
者に対する区独自の事業を高く評価する。
●区内の危険なブロック塀の除去が進むよう、
今後は事業内容を精査すべき。
●まちづくりでは、地域住民への寄り添った対
応が求められているため、丁寧な説明を。

自 民 党

複合的なリスクに備えた
行財政運営を

●ヤングケアラー実態調査の結果・分析を踏ま
え、専門相談や支援窓口の部署を明確にし、
多様な支援体制を構築すべき。

●各種検診の受診やフレイル予防としてのボラ
ンティア参加に対し、いたPay健幸ポイント
を付与し、健康増進のみならず、医療費の削
減や地域活性化へ広く展開すべき。

●事業者への経営安定化特別融資やエネルギー
価格高騰対策設備更新助成などを評価する。
●ゼロカーボンシティ表明に基づく、再生可能
エネルギー100％電力の導入や区施設へのウ
ォーターサーバーの設置などを評価する。
●パートナーシップ制度の検討を進め、5年度
から制度開始となることを評価する。

公 明 党

行財政改革を遂行し、
持続可能で健全な財政基盤を

●新型コロナウイルス対策や物価高騰対策など
区民生活や地域経済に及ぼす影響への対策と
して、緊急性の高い事業を素早く実施したこ
とを評価する。

●財政調整基金を機動的な財源として、より積
極的に活用することを求める。

●杉並区の事例も参考に、区で採用する区費教

員制度の検討を求める。
●経営安定化特別融資は、資金繰りに苦しむ区
内業者から高い評価を受けている。さらなる
継続についても検討を。
●労働環境整備に配慮した調達の推進を図る前
向きな要綱制定を評価する。引き続き研究・
検討を深め、最終的には公契約条例の制定を。

民主クラブ

前例にとらわれず、区民の福祉向上のために、
さらに的確な施策の実行を

●保険料を滞納された方の背景に思いを巡らせ、
対応策の検討を。その上で、負担の公平性を
図ることが最も重要である。収入率の一層の
向上に向けた取組みを。

●引き続き、厳しい経営環境下にある区内事業
者に対し、具体的な支援により、寄り添われ
た4年度の取組みを高く評価する。

●新型コロナ対策及び原油価格・物価高騰対策
の実施は、緊急を要するものとして速やかに
実施されたことを高く評価する。
●新型コロナ拡大局面において、板橋区の縦割
り行政への課題が浮き彫りとなった。改めて
しっかりと振り返り、これまで以上にスピー
ド感のある区政運営を。

日本維新の会

真に誰一人取り残さない
板橋区をめざす区政運営を

●病児・病後児保育事業において、2年度から
4年度までお迎えサービスの実績がない。代
替となる新たなサービスを実施すべき。

●児童館のあり方検討で、小学生や中高生の利
用について検討されており、期待が持てる。

●こどもの池について、人材不足や地球温暖化
の影響などに鑑み、運営体制を改善すべき。

●養育支援訪問事業の利用実績が少ない。様々
な困難で支援が必要となった家庭には、収入
などの要件を問わず、積極的に無料で育児支
援を提供し、集中支援体制をとるべき。
●高島平のまちづくりについて、地域住民や地
域活動団体と信頼し合い、率直に対話できる
関係の構築を求める。

いたばし未来

時代に求められる事業を即座に打ち出し、
区民生活の質の向上と未来への投資を

決算の概要と決算に対する討論（要旨）令和4年度

歳出

決算額

2，529億3，087万5，060円

550億934万7，248円

441億7，647万3，997円

137億7，536万9，716円

1億4，881万8，013円

歳入

決算額

2，639億9，992万1，955円

554億6，442万426円

456億4，324万7，592円

139億8，040万2，062円

1億7，707万2，997円

予算現額

2，644億7，546万1，000円

561億8，100万円

455億2，700万円

139億1，000万円

1億7，465万4，000円

会計名

一般会計

国民健康保険事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

東武東上線連続立体化事業

特
別
会
計

反 対 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計

賛 成 一般会計、4特別会計
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議会トピックス
悲惨な原爆の記憶を風化させず、核兵器のない平和な世界の実現をめざすため、板橋区議
会の代表が広島で開催された式典に参列しました。広島平和記念式典への参列

原爆投下から78年目の8月6日、「広島市原爆死没者
慰霊式並びに平和祈念式」が開催されました。
板橋区議会を代表して一島ひろし、木田おりべ、ひ
はらみちこ、実正やすゆき、おばた健太郎、小柳しげ
るの6名の議員が参列し、多くの犠牲者の御霊に哀悼
の意を表するとともに、世界の恒久平和を祈りました。

他の自治体の先進事例について調査・研究するため、各常任委員会が行政視察を実施しま
した。常任委員会視察

●岡山県岡山市（7月20日）
医療機関などとの多様な連携によるフレ
イル予防事業などについて視察を行い、AI
アバターを活用した社会実証などについて
質疑を行いました。
●岡山県総社市（7月21日）
地域共生に向けたひきこもりの居場所づ
くりについて視察を行い、ひきこもり支援
センターにおける相談支援体制などについ
て質疑を行いました。

健
康
福
祉
委
員
会

●大阪府東大阪市（7月31日）
産業集積地における企業支援の取組み及

び効果について視察を行い、東大阪ブラン
ド認定製品の海外展開などについて質疑を
行いました。
●大阪府河内長野市（8月1日）
地域に根ざした文化芸術振興を市民と協

働して行う文化会館の運営について視察を
行い、ギャラリーの利用率アップに向けた
取組みなどについて質疑を行いました。

区
民
環
境
委
員
会

●大阪府大東市（8月1日）
企業立地を生かしたふるさと納税の取組
みについて視察を行い、寄付金の使い道及
び事業の優先順位などについて質疑を行い
ました。
●兵庫県神戸市（8月2日）
生成AIの活用に関する方針及び体制に
ついて視察を行い、ChatGPT試行利用の
現況及び職員の反響などについて質疑を行
いました。

企
画
総
務
委
員
会

●大阪府門真市（7月18日）
公民連携を生かした子どもの居場所づく
りについて視察を行い、地域で見守りを行
うボランティアを集めるまでのプロセスな
どについて質疑を行いました。
●京都府京都市（7月19日）
一人ひとりに応じた指導を行う不登校特
例校の取組みについて視察を行い、縦割り
の生活グループを生かした学校運営などに
ついて質疑を行いました。

文
教
児
童
委
員
会

●石川県金沢市（8月1日）
官民連携による公共空間の利活用につい

て視察を行い、協力団体の収益活動に対す
る考え方や既存イベントとの競合などにつ
いて質疑を行いました。
●福井県福井市（8月2日）
市街地再開発事業による新たな交流拠点

の創出について視察を行い、事業の財源や
公共空間のリノベーションと利活用などに
ついて質疑を行いました。

都
市
建
設
委
員
会

●会議は原則として午前10時に開会予定です
（議会運営委員会は午後1時から)。日時
は変更となる場合があります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希
望日の10日前、ヒアリングループ（磁気誘
導ループ）の利用（委員会室のみ）は希望
日の3日前（土日祝日を除く）までにお申
し込みください。

●本会議の様子は、インターネットでライブ
中継及び録画配信をしています。板橋区議
会ホームページよりご覧ください。

第4回定例会の予定
11月17日（金） 告示、議会運営委員会
11月28日（火） 本会議（一般質問）
11月29日（水） 本会議（一般質問）

12月1日（金）
企画総務委員会
区民環境委員会
健康福祉委員会

12月4日（月） 都市建設委員会
文教児童委員会

12月7日（木） 議会運営委員会

12月8日（金）
ブランド戦略推進調査特別
委員会、介護支援調査特別
委員会

12月11日（月）
災害対策調査特別委員会、
ゼロカーボンシティ推進調
査特別委員会

12月13日（水） 議会運営委員会
12月14日（木） 本会議

普通救命講習に参加しました いたばし区議会だよりをスマホで！
救命技能を身につけ、災害が発生した際に議員

としての地域活動に生かすことを目的に、8月29
日、板橋消防署による普通救命講習を実施しまし
た。
当日は、初当

選議員を中心に
21名の議員が参
加し、心肺蘇生、
AED、異物除去
及び止血法の習
得を主体とした
講習・実技を学
びました。

各自治体の広報紙を閲覧できるアプリ「マチイ
ロ」や多言語対応アプリ「カタログポケット」で
もご覧いただけます。スマートフォンやタブレッ
トなどで、いつでもどこでも手軽に区議会だより
を読むことができますので、ぜひご利用ください。

多言語対応アプリ
「カタログポケット」

iPhone用Android用

行政情報アプリ
「マチイロ」

iPhone用Android用
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